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材 料 と 方 法
供試したウイルスは BaH306株で,乳呑みマウスの脳を7代,-ムスター腎細胞を3代通過
したものである｡ 培養細胞はサル (タイ国産の Cynomolgus)の腎細胞を 2代培養したもので







定後,メタクリル樹脂に包埋 した｡ メタクリル樹脂は今は必ず しも良好な包埋材ではないけれ
ども,現地でこの樹脂以外の包埋材が得 られなかったので, 専 らメタクリル樹脂を使用 した｡
しか し,細胞は別として, ウイルス粒子の構造,増殖のメカニズム等は, 写真に示すように,
極めて良好な成果を得ることができた｡
包埋 した感染細胞は Porter-Blum 型超 ミクロ トー ムで切 り,JEM 6C電子顕微鏡で観察 し
た｡なお切片は鏡検前に鉛-ウラニウムの二重染色を施した｡









図1に示すように, ウイルス粒子はすべて細胞質膜に接 して, あるいは細胞外に遊離の状態
で存在する｡ 細胞内には全 くウイルス粒子を認めることができない｡ ウイルス粒子のこのよう
なありかたは,チクソダニアウイルスの増殖様式がいわゆる "buddingofplasmamembrane
であろうことを強 く示唆するものである｡ そ こで plasmamembraneの隆起部の発見に鏡検
の主力を注いだ｡
図 2はそのような意図に沿った鏡検結果を示すものである｡ まず図 2でも,細胞内にウイル
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球状に見 え るが よ く見る









示す ように, 3個の粒子の 1imitingmelTlbraneが連続 していることは興味深い｡ これは粒子
が膜面で形成される際,同一均所で 次利こつ くられて細胞外-放出されたためであると考えら
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く,同時に構造として内部
coreを欠 く粒子が 出現す































晶は,いくつかの結晶面を示 し, 各結晶面におけるウイルス粒子は実にみごとな規則正 しい配
列を示 している｡ ただし,矢印の部分の面は明らかに結晶の dislocationを示 し,且つこの面
の粒子には層のずれがあるために粒子個々の電子密度が均一でない｡ また○印のついた矢印の
示すふたつの面はいわゆる screw dislocationを示している｡
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